
（１）地域の概況
安曇地域は、403.18平方キロメー
トルという広大な面積を持ち、その
57％が中部山岳国立公園に指定され
ており、上高地・白骨温泉・乗鞍高原
など、全国的にも有数な観光地が存在
しています。
就業者の多くがホテル・旅館・民宿
等の宿泊業や観光業に携わっています
が、観光客の減少が就労の場に影響し
ていることから、観光地の活性化が課
題となっています。
人口減少と高齢化が顕著に進み、生
活利便性やコミュニティの維持が課題
となっています。特に、買物弱者対策については、買物送迎サービスや利用しやすい公共交通を検討し
ていく必要があります。
山間部であることから、土砂災害が想定されている区域があり、安全な避難を可能とするための対策
が必要となっています。

（２）地域別構想
①　将来像

②　まちづくりの方針
上高地などの世界に誇れる美しい山岳地帯を活かし、基盤を整備し、快適に回遊できるまちを形成す
ることにより、旅行者のリピート化や滞在型の観光地づくりを目指します。また、今ある公共公益サー
ビスを維持し、生活基盤を整えることで定住化を促進し、まちの活性化を図ります。

安曇地域（安曇地区）11

「北アルプスに抱かれた　四季折々の表情を魅せる　自然豊かなまち」
■世界水準の観光資源を活かした滞在型の山岳リゾート
■生活基盤の整った住みやすい観光のまち
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③　拠点形成と土地利用
本地域の拠点及び土地利用区分を次のように定めます。

④　整備方針
【施設整備】
〇幹線道路網の形成
・・安曇地域と中心市街地、周辺都市を結ぶ移動の利便性を高めるため、中部縦貫自動車道、国道158
号の整備を促進します。

〇連携した観光地域づくりのためのインフラの形成
・・山岳エリア間を繋

つな
げ、連携した観光地域づくりのためのインフラ整備を進めます。

〇北アルプスの玄関口としての利用環境の充実
・・上高地では、北アルプスの玄関口として、世界中から多くの観光客や登山客を迎える利用環境の充
実を図ります。

〇自然と文化が融合した山岳観光地の形成
・・乗鞍高原では、国から指定されたゼロカーボンパークとして、脱プラスチック、循環型社会の実現
を目指し、自然と文化が融合した持続可能な山岳観光地の整備を進めます。

拠点形成
・・コミュニティ拠点（安曇支所・安曇地区地域づくりセンター周辺）
・・歴史・文化・観光拠点（上高地、乗鞍高原、白骨温泉、沢渡駐車場）

土地利用

都市的開発
整備ゾーン

商業業務系 ―

産業系 ―

住宅系 ―

農業環境保全ゾーン 山間集落地区（既存集落地区）

自然環境保全ゾーン
森林・丘陵緑地（中部山岳国立公園以外の森林地域）、公園緑地（中部山
岳国立公園）

国道158号線（奈川渡改良） 沢渡駐車場（バスターミナル）
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〇持続可能な水道事業の推進
・・適切な維持管理を継続し、安全・安心な水道水の安定供給を図ります。

〇生活排水処理施設の整備
・・既存の公共下水道施設、農業集落排水施設の維持管理に取り組みます。

〇土砂災害の防止・被害の低減
・・土砂災害警戒区域・特別警戒区域における危険周知、避難体制整備、開発制限等の対策を推進しま
す。

【公共交通】
〇鉄道に接続するバス路線の利便性の維持、充実
・・アルピコ交通上高地線への接続により中心市街地への移動や生活関連施設への移動を担うバス路線
について、利用状況等を考慮した利便性の向上を検討します。

〇移動需要が少ない地区における交通サービスの構築
・・地域内移動について、地域の実態や需要に応じた最適な交通サービスの構築を検討します。

【環境保全形成】
〇豊かな自然環境の保全
・・上高地や乗鞍高原とその周辺の山々から構成される優れた山岳自然景観の保全を図ります。
・・観光施設等の整備における周辺の自然環境及び景観の保全に配慮します。

〇歴史的資源の保全と活用
・・白骨温泉などの温泉宿の景観を保全し、観光施設としての活用を図ります。

〇豊かな自然環境と調和した住宅地景観の形成
・・自然と調和する緑豊かな落ち着きのある集落地の景観形成を図ります。
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●安曇地域　整備方針図

106

第４ 地域別構想


	A3ページ_p25
	A3ページ_p35
	A3ページ_p43
	マスタープラン表紙_web用
	本文A4
	マスタープラン裏表紙_web用



